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＜患者様連絡事項＞

・袴田　将志様～不眠時予測指示が8/21(土)～9/4(土)まで同内容で処方となっています。

・加賀谷　芙美子様～ヒアレイン点眼液が1本臨時処方となっています。

・伊藤　雄一様～8/21(土)9時～12時半まで床屋へ行く為外出希望が出ており許可となっています。昼食は当院で摂取する事となっています。

・三上　勇様～金銭自己管理していますが、最近不明金が多くお金が合わない事があります。8/27(金)のお小遣い入金後から夕方に準夜スタッフが買い物へ行った患者様と一緒に金銭管理を行うようにして下さい。

＜要注目患者様＞

・菊地　明子様～本日、倦怠感訴え活動を欠席されています。食事は、朝食拒否し牛乳のみ摂取され、昼食はほぼ全量摂取されています。本人「仙台の話しが気になって何も出来ない」と話されており、スタッフから自分が出来る日課を行っていくよう伝えています。又、本人から「自分が仙台に行って父が死んだら頼る所がないからどうしたらいいのか」と今後の生活が気になっている様子あります。以前、仙台へ行くか行かないかの話で気分の落ち込みあり窓から飛び降りようとした事があったので今後は危険行為に注意していきましょう。

・佐々木　康子様～昨日、ご家族の面会があり本人が「退院したい」と泣き出す事がありました。以前、多量服薬した方でもあるので危険行為・離院行為に注意していきましょう。

・五日市　規様～本日、土屋　政保様が面会へ来られています。本人と今後の生活について話をしていますが、土屋様から「自分は保護者でない為、本来であれば兄弟が保護者になるべき事だが兄・弟とも連絡も取れないし行方も分からないからどうしたらいいのか分からない」と話されています。土屋様から受け持ちスタッフと話しがしたいと希望があり、8/25(水)・8/26(木)・8/27(金)のいずれかの日に時間は未定ですが来院して頂けるとの事です。

＜ナイトプログラム患者様ミーティング＞

・浴室の奥の電球が切れている→本日、新しい電球に替えています。

＜SSTミーティング＞

　先週は2グループづつ合同で行っています。

・①②グループ～全体的に穏やかに行っています。お盆についての問いに、皆様積極的に発言されています。ロールプレイでは、他者からのアドバイスを頂きながら行われ、良かった点等の意見を出して頂いています。

・③④グループ～全体的に穏やかに行っています。ロールプレイでは、改善点を挙げて頂いています。ロールプレイ時、倉橋様が「なんて言ったらいいか分からない」と話されており他者からアドバイスをもらっています。

・⑤⑥グループ～全体的に穏やかに行っています。袴田様が転入後初めての参加だった為自己紹介をして頂いています。ロールプレイでは、良かった点等意見を出し合いアドバイスをされています。

※明日のSSTは、お盆の思い出についてです。

＜猪股Drケースカンファレンス・診察＞

・井上　和美様～以前、被害的発言聞かれていましたが現在は被害的発言なく落ち着いて日課取り組む事出来ています。

・中野渡　鉄男様～部屋移動後、気分の変動・同室者とのトラブルなく過ごされています。

・伊藤　雄一様～今月、心電図施行しており結果が異常であった事主治医より説明受けています。無理のない生活をするよう説明受け本人了解されています。

＜防災訓練振り返り＞

　　本日、13時半から防災訓練を行っています。実施後、振り返りをしています。

・5分以内に患者様を誘導し避難する事が出来ていた。しかし、患者様の中には呼び掛けに対して反応が薄かったり、理解が出来ず時間を要する方も居たので実際に火事になった際はどうなるか？といった不安がある。
・伊藤　五十二様が護送なっているが一人で進んでいく事があった。避難の際は列の中央・最後尾にもスタッフを配置している為、近くのスタッフが指示を出せるようにしたほうがいい。

・昨年度は夜勤想定を行っており今年度は日勤想定を行っているが、実際に自分が夜勤中に火事等になった場合はどのように行動しなければいけないのかよく分からない。

・スタッフが「火事」と声を出しているのに自室で私物を整理して終えてから避難している方がいた。患者様自身が「避難訓練」というように認識をしている為、危機感の薄さを感じた。
































































